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響 を及ぼす ことが予測 される。
そこで本研究では、牛の主要な母性行動
であるMaternalgrooming(以下MG)と哺乳
行動に着 目し、初めにその実態 を品種お よ
び個体 レベルで明らかに した。次にそれ ら
母性行動に関連す る母牛の特徴 を明 らかに
し、さらに母性行動の違いが子牛に及ぼす
影響についてその機能解析 を行った。
1.放 牧 下 にお け る肉用繁殖 牛 の母性 行動
の実 態.
(1)Maternalgrooming及び哺 乳行 動 の品
種差 と個体 差
放牧管理下における肉用繁殖牛の母性行







行動の持続 時間、発現頻度 ともに有意 な差
は認 められなかった(Fig.1)。一方、黒毛和
種のMGの 持続時間 と日本短角種の哺乳行































































































































































































































































































































































































































































































































ぼす母 子 関係 につ いて調査 を行 った。
黒 毛和種 のMG前には子牛 の 工B5数が母牛
の それ よ り多 か ったが(Pく0.05;Table1)、
持続 時 間は母牛 のIB5数 と有意 な正 の相 関
が見 られ た(rニo.58,P〈o.05;Fig.4)。日本短
角種で は子 牛 のIB5数とMG持続 時間 に有意






また、哺乳 行動前 の子牛 のIB5数と子牛
のLIBに伴 う哺乳行動 数は 、両品種 ともそ
れ ぞれ母 牛 の それ らよ り多 か った(黒毛和
種:P〈0.01,Pく0.05;日本短 角種:P=0.06,P<
0.05;Table2)。哺乳行動 の持続 時間 は両品
種 で母 牛の 工B5数と有 意な相 関は見 られ な
か ったが、 日本短 角種 では子牛 のIB5数と
正の相 関 を示す傾 向が 見 られた(r=0.88,P=
0,05)。母 子行動 と母 性行動 の主 な行 動連鎖

























































の接触 → 哺乳行 動」 の順 で観察 され た
(Fig.6)。特に子牛の哺乳欲求が強 く現れて








は子牛の活動性 によ り促進 されると考えら
れた。また、哺乳行動の発現は主に子牛によ
り誘導 され 、特に 日本短角種ではその持続
が子牛の活動性によ り促進 されるもの と考
え られた。
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牛か らの社会行動の受容 と負の相関が見 ら
れた(Table4)。探査行動は個体の積極性 を


































































前述の結果 よ り、維持行動 との関係か ら
は母牛の積極的性質、社会行動 との関係か







体のMG特 徴 と母牛の性質 との関連性にっ
いてOF導 入時お よび新規子牛提示時の反

















































































































































































(1)子牛 の 増 体 及 び 下 痢 症 に 及 ぼ す
Maternalgroomingの影響
母性行動は子の身体的 ・精神的発達に重
大な影響 を及ぼすことが知 られている。 し
たがって本試験において確認 された肉用繁
殖牛における母性行動 の個体差の家畜生産





子牛の増体に関 しては栄養摂取 との関わ り
































































































































































供試 した。調査 は分娩3～4週 目に3日 間行
った。1日 目に母子を分離 し、24h後(2日
目)、母子接触前にMG前の被毛付着細菌を




か ら分離 した。細菌採取はふき取 り法によ
り、子牛の左右の大腿部、10×10cmの面積
に つ い て行 っ た。 試 料 の 希 釈 液 を一 般 細 菌
用 のLB培 地 と腸 内細 菌 用 のDHL培 地 に播 き 、
37℃、18-24h培養 後 、只 ロニ ー 数 を 計 測 し
た 。 細 菌 数 は100cm2あた りで 算 出 し、単位
はCFUで 示 した 。
MG前 後 で 全 子 牛 の 被 毛 上 一 般 細 菌 数 は
有 意 に減 少 し(MG前:3.0～12.0×105CFU/
100cm2;MG後:2.4～10,0×104CFU/100cm2;
t=5,19,df=11,P<0.001,Table7)、そ の
減 少 率 は65-95%に達 した。腸 内 細 菌 の 付 着
も2頭 で 検 出 され た が 、MG後 に は完 全 に な
く な っ た(MG前;0～9.0×102CFU/100cm2;
MG後:0～3.0×102CFU/100cm2;t=4,00,











































































































































































































































論 文 審 査 結 果 要 旨
近年肉用牛の繁殖経営においても集約化が意図され,購 入飼料による舎飼方式が進行 しつつある。
しか し一方で,省力で自給資源の利用性が高 く,また家畜福祉度 も高いと考え られる,放牧による子
牛生産 ・育成も重要視 されてきている。放牧方式では人為的補助が入 りにくく,子牛の哺育は全面的
に母牛の世話能力に依存することとなり,それ らの母性行動の差が子の発育に大きく影響を及ぼす こ
とが予測 される。本研究は牛の主要な母性行動であるMatemalgrooming(MG)とロ甫乳行動の行動学
的解析 と特にMGに ついて,そ の機能解析を行ったものである。
はじめにわが国の代表的肉用牛である黒毛和種 と日本短角種について放牧下における母性行動の品
種間差および品種内の個体差についての比較を行った。その結果,MGと 哺乳行動の持続時間,発現
の頻度には両品種問で有意な品詞間差は認め られなかった。 しか し黒毛和種のMGの 持続時間と日本





品種 とも母牛,子 牛双方の活動により誘導され,そ の持続は黒毛和種では母牛,日 本短角種では子牛
の活動性により促進 されること。また哺乳行動の発現は主に子牛により誘導され,特 に日本短角種で
はその持続が子牛の活動性により促進 されることが判明した。つぎに最 も大きな個体差のみ られた黒
毛和種のMGに ついて,そ の個体差が母牛のどのような特徴 と関係するかを明 らかとすべ く,維持行
動や社会行動 との関連性が調べ られた。その結果MGに は維持行動からみると母牛の積極性 との関連
が強かったが,社 会性か ら見ると受容行動すなわち消極性も伺われた。したがってこれ らをさらに明
確にすべ く,オープンフィール ドテス トにより母牛の情動反応から特徴づけが行われた。その結果,
個体の 「冷静」かつ 「積極的」性質がMGと 強い相関を示すことが示された。最後にMGの 機能に関
する研究が実施された。まず子牛の増体,下 痢症発生とMGの 関係が検討 さ剛た。その結果,MGと
子牛増体 とは正の相関が,子牛下痢症の持続 日数 とは負の相関が認められた。ひきつづきMG実 施個
体 と非実施個体 とで体表細菌数が比較された,そ の結果,MGは 子牛にたい し衛生機能を持つことが
内外ではじめて実証された。
以上から本研究は家畜の母性行動解析を通 じ,その特性を生か した家畜生産の可能性 を示 しただけ
でなく,動物行動研究や家畜福祉にたいして重要な多 くの知見をもたらした。よって審査委員一同は,
本論文提出者にたい して博士(農 学)の学位を授与するに値するものと判定 した。
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